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小学校 6校
児童数 1259名
中学校 3校
生徒数 756名
（ 令和8年10月1日現在）

食欲の秋 給食を通して学ぶ食育学習

現在富津市では、 栄養教諭による食育指導を行っています。学習の一環とし

て、子どもたちが考案した給食メニューを実際に提供しています。そのほかにも

「 地産地消献立」 や「 秋の味覚献立」 など季節のイベントごとに趣向を凝らした

献立も登場し、学校のお昼の時間に彩りを添えています。

給食を通して子どもたちが栄養のバランスや地産地消を意識した献立を考える

良い機会となるように、１１月以降も継続して食育指導やおいしい給食づく りに

取り組んでいきます。

ノロウイルスによる食中毒に注意！

毎年１１月頃からノロウイルスによる食中毒が多く なります。予防のためにも

食事や調理の前、外出の後は手をしっかり洗いましょう。

また、ノロウイルスは加熱による殺菌が有効です。加熱が必要な食品を食べる

際には中心部までしっかり加熱をして食べましょう。

万が一、下痢や嘔吐、腹痛等の症状によりノロウイルス感染が疑われた場合は

水分を多く 摂り、早めに医療機関を受診してく ださい。

指定された学校以外への就学について

小・ 中学生が就学する学校は規則で定めており、原則としてお子さんの住民登録地で指定される学

校に通学することになっています。特別な事情により、指定された学校以外への就学を希望する場合

には、教育委員会に申請し、許可を受ける必要があります。許可期間は、事由解消または卒業学年ま

でです。新規及び継続の申請受付は下記のとおりです。

○令和９年度小・ 中学校入学生（ きょうだいがいる場合同時に申請可）

申請受付 令和８年１１月２日～

○令和９年度小学校２～６年生、中学２・ ３年生

申請受付 令和９年１月４日～

申請に必要な書類は、市役所５階の学校教育課学務係にあります。

（ 市のホームページからもダウンロードできます。）

～ 青堀小６年生が考えた献立 ～

ごはん、焼きのり、牛乳、とりそぼろ、

ちく わとかぼちゃの天ぷら、ABCスープ

～ 秋の味覚献立 ～

ぶたどん、牛乳、なめこの味噌汁、

さつまいものはちみつソース
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「 日独スポーツ青少年同時交流」 は、日本スポーツ少年団とドイツスポーツユーゲントが実施する国

際交流事業です。日独両国の青少年が、スポーツをはじめとする様々 な活動を通して交流し、互いの文

化や価値観への理解を深めることを目的としています。

富津市では８月３日（ 月） から７日（ 金） までドイツスポーツユーゲントの青少年を受け入れ、富津

市の自然や日本の伝統文化に触れる体験、スポーツ交流等、様々 なプログラムを実施しました。５日間

の交流を通して、参加者たちは言葉や文化の違いを越えて交流を深め、私たちにとってもかけがえのな

い思い出となりました。

① Willkommen in FUTTSU！～市長表敬訪問～

交流開始にあたり、ドイツ団が市長を表敬訪問。

市長から歓迎の言葉が贈られ、ドイツ団の皆さんからも

自己紹介や交流への思いが伝えられました。

② 笑顔で交流スタート！～ウェルカムパーティー～

ホストファミリーや関係者と食事を囲みながら交流。

最初は緊張していた参加者も次第に笑顔が広がりました。

③ 英語で鋸山の見どころを紹介！～鋸山散策～

天羽中学校の生徒10 名が各スポットにて英語で

見どころを紹介し、鋸山の魅力を世界へ発信しまし

た。

④ 富津の海を満喫！～海水浴・ ビーチバレー～

富津海水浴場にて、海水浴やビーチバレーを楽し

みました。富津の自然を身近に感じ、富津の海と夏

を満喫するひとときとなりました。

SPORT VERBINDET UNS・ スポーツは私たちを結ぶ

～2026 年日独スポーツ青少年同時交流（ 受入） を開催！～
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⑤ 日本の伝統技術に触れる～松田次泰鍛刀場見学・ 体験～

千葉県無形文化財の日本刀の鍛錬を見学するため、千葉市の松田次泰鍛刀場へ。

刀工の松田先生から日本刀の歴史等を解説いただいた後、日本人でも滅多に体験することのできない

向こう槌を実際に体験させていただきました。また、刀鑑賞の方法も教わりました。

⑥ スポーツで国境を越える～安房高校との合同稽古・ テーマディスカッショ ン～

この交流事業のメインイベントである合同稽古とテーマディスカッション。

千葉県立安房高等学校柔道部との合同稽古、剣道部との剣道体験を実施。互いに

技を学び合い、スポーツを通して言葉や文化の違いを越えた交流を行いました。

午後からは交流事業のテーマである「 ジュニア・ ユーススポーツの未来をデザイ

ンしよう」 の基、日独双方のスポーツ（ 柔道の歴史や部活動等） について自由にデ

ィスカッショ ンが行われ、この交流事業の大きな意義を成し遂げました。

⑦ 日本の伝統文化を体験～書道・ 餅つき体験～

富津市受入最終日は、幕田魁心書道美術館にて日本の伝統文化である書道を体験しました。筆の使い

方等を教わりながら、自身の名前を発音や意味から漢字に当てはめ、扇子に揮毫しました。ドイツ団に

とって特別なプレゼントとなりました。

書道体験後は、美術館の庭にて杵と臼を使った本格的な餅つき体験が行われ、日本の伝統文化を存分

に体験しました。
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書道・ 餅つき体験後、美術館にてホストファミリー等多く の関係者の方々 をお迎えし、富津市最後の

プログラムである「 ありがとうパーティー」 を開催しました。ドイツ団への記念品として「 ふっつん」

のぬいぐるみを１人１個贈呈し、とても喜ばれました。

市長の乾杯でスタートしたパーティーは、寿司やサンドウィッチ、和菓子等色とりどりの食事が並べ

られ、ホストファミリーとの再会を楽しんだり写真を撮ったりと和やかな雰囲気で行われました。最後

に美術館の外で全体の写真撮影を行い、ドイツ団から関係者へも記念品が渡されました。

終了後、ドイツ団は大勢の参加者に見送られながら富津市を後にしました。

今回、ドイツ団員７名と指導者１名に加え、ドイツ団長団３名を富津市に迎え、５日間にわたる交流

を行いました。スポーツをはじめ、同じ時間を共有することが、言葉や文化の違いを越え、人と人との

距離を近づけるきっかけになるということを改めて実感しました。

今回来日した彼ら、彼女らの今後のますますのご活躍を期待するとともに、今回の交流で生まれた友

情や心に残るたく さんの思い出が、参加した日独双方の青少年たちのこれからに繋がり、また千葉県

で、富津市でお会いできることを心から強く 願っています。担当者として、皆さんの笑顔に囲まれなが

らこの交流事業に携わることができたことを大変誇りに思います。

Lassen Sie uns wieder zu treffen！

⑧ Danke！Lassen Sie uns wieder zu treffen！～ありがとうパーティー～

2026 年日独スポーツ青少年同時交流（ 受入） を終えて

問 生涯学習課スポーツ振興係 ☎0439-80-1344

ま た 、 お 会 い し ま し ょ う
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【 祝・ 本殿完成！】 被災を乗り越え見事によみがえった

「 三柱神社本殿」 にて、完成を祝う記念祭礼が執り行われました！

平成25 年10 月の台風26 号による土石流災害により、

甚大な被害を受け倒壊してしまった千葉県指定有形文化財

「 三柱神社本殿」 。災害から長い年月が経ちましたが、

氏子の皆様の懸命なご努力をはじめ、県・ 市からの補助金

徳川財団、東日本鉄道文化財団、文化財保護・ 芸術研究助

成財団、そして多く の皆様からの温かいご支援をいただき、

このたび念願の本殿再建・ 修復工事が令和７年度に無事完了

いたしました。

十数年という長い歳月を経て再建・ 修復工事が完了し、7 月19 日には遷座式が行われました。地元

に伝わる伝統の獅子舞が奉納されるなか、無事に御霊が本殿へと遷座されました。さらに9 月20 日に

は、再建を支え続けてこられた再建委員、氏子、関係者の皆様に見守られながら、待ち望んだ本殿の再

興と地域の繁栄を祈る奉祝祭が斎行されました。

７月１９日に行われた遷座式

９月２０日に行われた奉祝祭

※本殿は覆屋内にあるため、間近で見ることは出来ません。

被災後の三柱神社本殿

問 生涯学習課文化係 ☎0439-80-1342
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こんにちは 移動図書館「 さく ら号」 です！

待ちに待った富津市立図書館が令和５年４月、イオンモール富津にて開館し、近日中には来館者数

６５万人を超えるほど地域の皆さんに愛されるようになりました。

図書館が開館する以前の富津市には、 公民館・ 市民会館図書室のほか、

４５年ほど前から「 さく ら号」（ 市の木） という名の移動図書館が

数千冊の図書を積んで市内を巡回していたのをご存じですか？

そして図書館が開館した現在でも、 約２， ５００冊の図書を載せ、

月１～３回の間隔でそれぞれ３０分ほど停車し、 皆さんをお待ち

しています。

停車・ 貸出場所は、 ＊市内１ ４カ所のステーショ ンで、 小学校全６校

や、 コミ ュニティ センター・ シニア館・ 介護施設などです。

（ ＊地域にお住まいの皆さんへのサービスも目的としています。）

小学校での貸出しは、校長・ 教頭先生をはじめ、全校で協力して

く ださり、 休憩時間を利用し、 子どもたちが競争するように走っ

て借りに来てく れます。 読みたい本が見当たらないときには、 予

約やリクエスト をしてもらい、 後日巡回日に用意して貸し出す事

ができます。 来てく れた子ども達には、 さく ら号専用のポイント

カードにシールを貼ってもらい、 学年最後の巡回日には、 ささや

かなご褒美をプレゼント しています。更に、手作りの「 しおり」 も

子ども達が楽しみにしてく れる物の一つになっています。

「 本に触れることは楽しい！」 ということを伝えたい大人たちが

知恵を絞り、 ひたすらしおりを作り続けてく れる人、

季節ごとに車内を飾るための雑貨を買い求めてく れる運転士さん、

通り掛かりの人たちにも気付き立ち寄ってもらえるよう「 本」

と描かれた旗を手づく りしてく れる人、 そんな暖かい人や

モノたちで皆さんをお待ちしています。

富津市は、 ようやく 他市と並ぶことのできる図書館ができ、 愛されていますが、 本を求めるには

まだまだ不便な地域も残っています。 図書館とはまた別の役割を果たす移動図書館は、 欠かす事の

できない読書手段の一つです。 図書館同様、 移動図書館「 さく ら号」 にもぜひ一度覗きにお立ち寄

りく ださい！

富津市移動図書館「 さく ら号」

問 生涯学習課社会教育係 ☎0439-80-1345
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見 本


